
• 人口減により、地域包括ケアを支える家族や地域のコミュニティー

が維持できない

• 自宅での療養や介護が難しい

• 入院、施設入所の必要で村外に転出し、人口減少が加速する

企業団としてできること

→ 自宅で療養生活を送れる「医療」の提供

→ 地域における医療・福祉の連携

６ 南和地域における「医療・介護」を巡る現状（まとめ）

・２０２５年に向けては、高齢者の人口も減少

・「医療費」では入院費の割合が高い

・「介護費」では施設系介護への支払が多く、在宅介護への

支払は少ない

14



工事期間敷地面積 救急病院本館棟救急病院本館棟救急病院本館棟救急病院本館棟　鉄筋コンクリート造、免震構造、地上５階 ２１,７７８．１９㎡看護専門学校看護専門学校看護専門学校看護専門学校　   鉄筋コンクリート造、地上３階 ２,０９０．０９㎡ 体育館体育館体育館体育館               鉄筋コンクリート造、地上１階 ８２３．１３㎡院内保育所       院内保育所       院内保育所       院内保育所       鉄骨造、地上１階 　１５８．５２㎡附属建物附属建物附属建物附属建物（車庫、駐輪場　等） １，２７７．０７㎡ヘリポート駐 車 場
南奈良総合医療センター等整備概要南奈良総合医療センター等整備概要南奈良総合医療センター等整備概要南奈良総合医療センター等整備概要平成２６年４月～平成２８年３月４６,７５９．３１㎡

屋上設置約６００台（敷地外駐車場を含む）建物概要

７ 南奈良総合医療センターの概要

15

内科系内科系内科系内科系 外科系外科系外科系外科系 その他その他その他その他 病床数病床数病床数病床数内科 外科（消化器・総合） 麻酔科 H  C U：    ８床総合内科 脳神経外科 放射線科 一   般：１８８床循環器内科 整形外科 病理診断科 回復期：  ３６床糖尿病内科 救急科呼吸器内科 皮膚科 センター機能センター機能センター機能センター機能 主な施設基準主な施設基準主な施設基準主な施設基準内分泌代謝内科 泌尿器科 救急センター 一般病棟看護基準（１０対１）消化器内科 眼科 消化器病センター 救急告示病院（二次救急）感染症内科 耳鼻咽喉科 リウマチ・運動器疾患センター 第二種感染症指定病院神経内科 産婦人科 糖尿病センター 地域災害拠点病院小児科 リハビリテーション科 腎・尿路疾患センター へき地医療拠点病院精神科（外来のみ） 歯科口腔外科 在宅医療支援センター 手術室（４室）へき地医療支援センター 外来化学療法室（５床）健診センター 人工透析室

診療科（２５）・センター（８）機能診療科（２５）・センター（８）機能診療科（２５）・センター（８）機能診療科（２５）・センター（８）機能



８ 在宅医療支援センター

• 住み慣れた自宅で自分らしく療養生活を送れるようサポート

• 自立した生活を支援するため、地域における医療・福祉と連携

• みなさまを継続的、包括的に支援する体制の発展に貢献

＜対象となる方＞＜対象となる方＞＜対象となる方＞＜対象となる方＞

・病気や障がい等のため、自宅での療養を必要とされる方

・がんの末期や褥瘡（じょくそう）、持続点滴や在宅酸素療法など医療的な

処置が必要な方

・寝たきりやそれに準じた状態で、通院や薬の管理が難しい方

＜サービス概要＞＜サービス概要＞＜サービス概要＞＜サービス概要＞

対象地域 原則、南奈良総合医療センターから片道１６キロ（車で約

３０分以内）圏内の地域

提供時間 平日の９時から１６時３０分

※夜間、休日の急変時は、地域の訪問看護師と連携をとり対応

吉野病院吉野病院吉野病院吉野病院のののの在宅医療支援室在宅医療支援室在宅医療支援室在宅医療支援室でも、サービスを提供しています。でも、サービスを提供しています。でも、サービスを提供しています。でも、サービスを提供しています。

（訪問診療は月・水・金、（訪問診療は月・水・金、（訪問診療は月・水・金、（訪問診療は月・水・金、 訪問看護は月～金）訪問看護は月～金）訪問看護は月～金）訪問看護は月～金）
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【【【【センターセンターセンターセンターの事業内容と特徴の事業内容と特徴の事業内容と特徴の事業内容と特徴】】】】

・在宅医療を継続的に提供できるよう、複数の医師・看護師・メディカルスタッフからなる複数の医師・看護師・メディカルスタッフからなる複数の医師・看護師・メディカルスタッフからなる複数の医師・看護師・メディカルスタッフからなるチーチーチーチー

ムムムムでででで活動活動活動活動

・医師は総合内科のスタッフを中心に構成。原則として、利用者様ひとりひとりに定期訪問を

行う担当医が決まりますが、担当医が不在の時間帯でも別の医師による切れ目ない対応

・看護師は在宅医療支援センターの専任看護師として、みなさまのご自宅へ訪問。また、医

師の訪問診療にも同行し、チームで診療。

・南奈良総合医療センターのメディカルスタッフも充実しており、在宅にいながら様々なサー

ビスを受けられる。

・院内外院内外院内外院内外の連携の連携の連携の連携に通信に通信に通信に通信機器を用いて情報機器を用いて情報機器を用いて情報機器を用いて情報共有共有共有共有。

・症状の急変時には地域の訪問看護師等と協力し、利用者様の状態に応じて医師の緊急往

診や専門医療機関への緊急搬送などを手配。

・ さまざまな事情に応じて在宅療養支援目的を含めた入院の手配も行う。

・在宅での看取りを希望される利用者様には、住み慣れたご自宅で最期まで穏やかにすご

していただけるようにサポート。

【【【【在宅医療で可能な医療処置の一例在宅医療で可能な医療処置の一例在宅医療で可能な医療処置の一例在宅医療で可能な医療処置の一例】】】】

症状観察、終末期医療、点滴投与、疼痛管理、在宅酸素療法、褥瘡管理、簡易人工呼吸

器管理、ストマの管理や指導、認定看護師への相談や看護・指導（がん性疼痛／摂食嚥

下障害／皮膚・排泄ケア／認知症など）、嚥下評価、理学療法士によるリハビリ相談、

薬剤師による服薬相談、管理栄養士による食事や栄養に関する相談、医療ソーシャルワ

ーカーによる社会福祉の制度に関する相談 etc。
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チームで活動：在宅医療支援センターの構成メンバー
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９「訪問診療・訪問看護」の実績
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南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター

（平成２８年４月～１０月）（平成２８年４月～１０月）（平成２８年４月～１０月）（平成２８年４月～１０月）

吉吉吉吉 野野野野 病病病病 院院院院

（平成２８年４月～１０月）（平成２８年４月～１０月）（平成２８年４月～１０月）（平成２８年４月～１０月）

訪問診療患者数 月平均 １９．９人 月平均 １６．１人

訪問診療回数 月平均 ３３．１回 月平均 １９．４回

訪問看護患者数 月平均 １．９人 月平均 ５．３人

訪問看護回数 月平均 １２．６回 月平均 ３６．１回

看 取 り 数 １０人 １人



１０ ＩＣＴ技術の活用 HumanBridgeEHR
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へき地診療所との情報ネットワークへき地診療所との情報ネットワークへき地診療所との情報ネットワークへき地診療所との情報ネットワーク

次の段階次の段階次の段階次の段階

南和地域内の診療所とのネットワーク南和地域内の診療所とのネットワーク南和地域内の診療所とのネットワーク南和地域内の診療所とのネットワーク

１１ 地域の診療所とのネットワーク
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訪問診療

訪問医師・看護師 ケアマネージャー

本人・家族本人・家族本人・家族本人・家族

南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター

急病・急変！ (肺炎・骨折など）

在宅療養在宅療養在宅療養在宅療養

介護福祉施設介護福祉施設介護福祉施設介護福祉施設

援助者援助者援助者援助者

訪問看護訪問看護訪問看護訪問看護

などなどなどなど

五條病院五條病院五條病院五條病院

（地域包括ケア、（地域包括ケア、（地域包括ケア、（地域包括ケア、

療養療養療養療養病床）病床）病床）病床）

吉野病院吉野病院吉野病院吉野病院

（地域包括ケア（地域包括ケア（地域包括ケア（地域包括ケア、、、、

療養療養療養療養病床）病床）病床）病床）

かかりつけ医師

歯科医師

入院

退院

ネットワーク

救急センター（総合医救急センター（総合医救急センター（総合医救急センター（総合医））））

・・・・専門診療・回復期リハ専門診療・回復期リハ専門診療・回復期リハ専門診療・回復期リハ

１２ 在宅支援と地域連携
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